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ま　え　が　き

　ICTサービスの開発に初めて携わる新人技術者が新規プロジェクトを上司に

納得させ，開発に着手できる企画書の段階にまで提案内容の質を高めるために

は「アイデアと情熱」だけでは決して十分ではありません。これらの要素に加

え，適切な方法論を身につける必要があります。まず，世の中の「ニーズの的

確な把握」，「最新技術の効果的な活用法」を検討することから始まり，プロ

ジェクトの推進にあたって上司の説得に効果的な「定性的・定量的なコスト評

価」，「信頼性」，「開発コストと収入」に対する見通しを明らかにすることも重

要になります。

　プロジェクト開発を成功させるためには，限られた予算と期間の中で，所要

品質を満足し，迅速に需要の見込まれるサービスを実現することが要請されま

す。このためには，参加する技術者全員がプロジェクトを「効率的」かつ「体

系的」に実現するための基本的な考え方やマネジメント手法を共有することが

重要です。

　本書では，特に ICT関連のネットワークサービスをターゲットに絞り，技

術革新が進みつつあるセキュリティ技術，SDN，IoTおよびスマートグリッド

等の新世代のネットワークサービスやユビキタスサービスを取り上げ，安全

性・信頼性に配慮したサービスやシステムを実現するための基礎となる技術を

具体的に解説します。

　本書は 2部構成になっており，第 1部ではネットワークサービスを提案する

にあたって必要なネットワーク技術の基礎知識や現在の技術動向について解説

します。特に，ネットワーク設計におけるオペレーションズ・リサーチの活用

で紹介する例題では，Excel計算ファイルをコロナ社の本書書籍詳細ページ

（http://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784339078008/）よりダウンロードできる
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ようにしています（29ページ参照）。

　第 2部では第 1部で学んだ技術内容を足掛かりとして，新しいサービス企画

を読者が独力で創作できるように配慮されています。さらに著者等の研究開発

の経験も含め，システム開発の教訓や成功例について解説します。

　昨今の技術系の人材は，企業入社後に OJT（On the Job Training）ベースの

企業内研修により，非効率的にサービスを実現するためのノウハウを継承する

ことが多いようです。このため，効率のよい社員研修ができていないことが実

態として感じられます。

　本書はこのような状況に鑑み，特に ICT関連企業に従事する技術系の新入

社員が，入社後の技術ノウハウの習得を効率的に行え，早期に社内戦力として

成長できるようになることを目標としています。これまで新入社員が，入社直

後から要求される技術マインドの醸成や，研修期間内に効果的に活用できる

「指南書」として活用できる書籍は見当たりません。本書は新しい ICTサービ

スの創出を若手社員や中堅社員が協力して迅速に行うためのノウハウを初めて

解説するものであり，この種の動機で執筆された類書も見当たりません。

　本書で学んだ知識を活用することにより，産業界において実用化を推進する

若手技術者や，将来 ICT分野で起業化を志す技術系大学院生が，最先端技術

の動向を取り入れて，新しいプロジェクトの企画・開発を推進するための基本

的な考え方を習得し，産業界で活躍することを願っています。

　2017年 4月

 著者代表　宮保憲治　
コ
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ナ
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　第 1部では，第 2部以降で述べる個々のネットワークサービスの提案に関
する「企画書」を提出するために必要な最小限度の技術を解説します。将
来，新しいネットワークサービスを実現するために，いかにして，複数の基
本技術を組み合わせればよいか，商用サービスに必要となる条件をどのよう
に盛り込むべきか等について解説します。これらの技術内容をベースに具体
的なサービス企画書（提案書）に仕上げるまでに体得すべき基本技術に関
し，マネジメント技術も含めて体系的に解説します。ICT産業に従事する若
手技術者が身につけるべきノウハウの中には，合理的なプロジェクトの遂行
方法，既存技術の活用方法，サービス企画の提案・プレゼン方法等，きわめ
て多くの要素があります。これらの要素を分析してみると，実現するサービ
スの内容や企業規模に依存する部分は少なく，むしろ，多くの共通的な部分
が含まれると考えられます。これらの共通部分の技術要素を第 1部では解説
します。

第 1部
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　本章で扱う四つの開発テーマは，規模（開発規模や調整の困難性），新規
性（改良レベルから，画期的な新サービスまで）等の観点で，徐々に難易度
を上げていきます。上司のコメント（不備の指摘，アドバイス）も，基本的
なレベルの指摘から高度なレベルまで上げていきます。
　一見，よさそうに見える提案（資料）の中に潜む本質的な不備を改善し，
読者に「なるほど」と思わせる工夫をしています。
　4.1，4.2節では身近な題材を取り上げ，「企画書のお手本」を上司が示し
てくれます。
　「企画書を通すためのステップ」として，相手に提案内容の概要と，その
妥当性を把握してもらい，最後に計画の最終的な承認に結びつくまでの三つ
の個別ステップが必要なことをしっかりと理解することが重要です。「企画
の一般的な心得」，「盛り込むべき情報」，「目次，注意点」等を導入部では解
説します。
　本章では，まず，企画書の書き方の基本を示します。つぎに，4.1～4.4節
で，具体的なエピソードを設定し，企画書（最終案）の作成にまで漕ぎ着け
る例として四つの開発プロジェクトを解説します。
　各エピソードは，架空の IT企業に入社した A君が入社 1年目から中堅技
術者になるまでに経験した四つのシステム開発に関するものです。読者はそ
れぞれのシステム開発について，最初に作成した企画書（初版）と決済を承
認された企画書（最終版）とを比較することで，どのような技術的な意見交
換が，上司や大学時代の恩師と A君との間で交わされたかを擬似体験する
ことができます。
　このような技術的思考と技術談義の体験を重ねることが，新技術を創り上
げるための基礎力になります。本書の読者が，A君が成長する過程を追体験
することで，技術者としても成長できることを願っています。

第 2部
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に，それぞれ 4名ずつあてる。
5．　開発スケジュール
　ファーストユーザの企業は 10月末が社内網提案の募集締切であり，11月末
に採否が決定される。提案直後から試験項目作成に着手し，採用が決定した時
点で機器を調達し，社内網を構築する。市販製品と既存サービスを組み合わせ
て開発するので，新規の開発は不要であるが，機器が所望の機能を実現できる
かを検証することが必要である。このため，早期にベンダより 1台機器を調達
できるよう事前調査を先行し，機能検証を優先して実行する（図 2）。

図 2　開発スケジュール

11月

保守マニュアル作成提案書作成 試験項目作成

トレーニング

本格運用試験運用採用△ 調達 構築提案△

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月10月

機能検証

　社内網の構築と並行して，保守マニュアルの作成と保守要員のトレーニング
を進める。機器の機能検証や試験運用のトラブルに関するノウハウをまとめ
て，運用マニュアルに反映する。構築後 2か月の試験運用期間を経たのちに本
格運用に入る。

課長のコメント（承認決済時のコメント） 課長 係長

決済印
承認日

決済印
承認日

　

4.4　安全なファイル金庫サービスの提案

　本節では，顧客（企業，行政機関）からの要望を受けて，入社 5年目になり，

主任に昇進した A君が，これまで培ってきた技術力を駆使して，企画を提案
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する例を見ていきます。

　ほとんどの情報活動が電子情報基盤上に実現されている高度情報化社会で

は，企業や行政が使用する重要な電子データを，地震や火災等の自然災害やサ

イバー攻撃等を受けた場合でも，安全にバックアップできるサービスが必要と

なっています。このため，この条件に適う経済的なネットワークサービスの実

現に関わる提案方法を紹介します。

　A君は現在，「顧客ユーザから，安価で，かつ安全に社内の重要データをバッ

クアップ（保管）できるサービスの可能性を打診」されています。かなりの量

のデータが毎週更新されると聞いています。また，市役所からも戸籍データや

住民票を，万が一の災害に備えて別の場所へ安全に保管できる方法を求められ

ています。またユーザの中には，リアルタイムに，誰からも気づかれないよう

に，画像データを受信したいとの要望も出ています。

4.4.1　A君が提案サービスを思いついた背景

　2011年 3月 11日，東日本大震災が起こり，電子情報基盤が破壊され，IT基

盤を頼る社会に大きな混乱を起こしました。従来からバックアップシステムと

して，経済的でかつセキュリティの保証が万全な技術開発の取組みは試みられ

ていました。例えば

　① ネットワーク回線の冗長化

　② データセンタ内を 2重または 3重システム化

　③ 複数事業者へ 2重帰属

等の手段は実施されていました。このような従来技術でバックアップを行う提

案では顧客は満足しません。A君は，従来の常識にとらわれることなく，顧客

の要望を満足できる新たな技術を模索して提案することが必要です。例えば従

来の技術的な対策には以下のような欠点があります。

　① コストがかかる割には，信頼性は不十分

　② バックアップ場所が 2～3地域程度では不十分

このため，抜本的な対策として，以下のような手段を適切に活用することが効
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果的ではないかと漠然と考えていました。

　① 専用線システムに依存せず，既存ネットワークの多角的な活用

　② 経済的なクラウド（安全性ではやや不安）の広域分散的な活用

　③ ほとんど無尽蔵の遊休ストレージ（スマホ，携帯，PC等）の活用

4.4.2　A君，上司に新企画を提案する

　以下は主任に昇進した A君が初の上司面接で，技術革新の動向に配慮して，

新企画を課長に提案するシーンを想定したものです。A君が上司や恩師の助言

をもとに，新サービスの提案イメージをまとめ上げていく過程を記します。

Ａ君：�これからの社会では「安全・安心」を重要視したサービスが必要になる

と思います。

課長：具体的にはどのようなサービスを提案したいのでしょうか？

Ａ君：�現代の情報化社会では，特に電子データの安全性が必要だと思います。

例えば個人情報の保護や災害時における業務継続の保証が要請されてい

ます。特に，自然災害やサイバーテロの危険性を回避できる重要データ

のバックアップを保証できるようなサービスが必要だと思います。

課長：�確かにそのようなサービスがあれば顧客には魅力的ですね。だが，コス

トを軽減し，経済的に実現できる工夫を具体的に示せますか？　従来の

専用線にとって代われるサービスにするためには，定量的比較も必要で

しょうね。

Ａ君：�データバックアップ手段として，専用線は盗聴も困難で，信頼性の高い

安定したサービスを提供できていると思います。しかし利用料金が高い

ことを前提としており，昨今の多発する自然災害の影響を考慮します

と，必ずしも安全とはいえません。むしろ，同等な信頼性を担保しつ

つ，広域に分散して保管できる方法に変更できる技術を取り込むことが

有効ではないでしょうか。例えば，現在の暗号技術に新たな工夫を施

し，成熟したネットワークインフラを，多角的に活用する技術を組み合
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わせて，盗聴されても安全な新しい方法が見つかるのではないかと思い

ます。

課長：それでは，別途，その斬新なアイデアの具体案を報告してください。

Ａ君：わかりました。早速，具体案を検討してみます。

　その後，A君は課長から以下のコメントをもらい，乗り越えるべきハードル

が，より鮮明になりました。PMBOKに沿った実行計画にも十分配慮されて

います。

　課長のコメント　　A君が企画書に盛り込むべき情報としては

　① 従来の技術に比べて，より安全なサービスであることの妥当性

　② どのようにしてコストを低減（回避）できる仕組みを実現するか

　③ 開発に必要な期間，所要コストがどの程度，必要となるか（予算計画）

　④ 開発コストは 2年程度で回収できるよう見込めるか（収益の達成計画）

　⑤ 将来においても安全な技術として維持・管理できるか（事業継続性）

等について説得力のある提案が必要です。これをもとに，要件を整理してくだ

さい。その際，下記の点に留意してください。

　① クラウドやスマホ，PC等の遊休ストレージが自由に活用できる。

　② ネットワーク環境が，整備されていることが前提。

　提案書の目次に関しても，これまでの企画書のノウハウを参考に，論理的に

構成することが必要です。また，社内で，新サービス企画の提案を承認しても

らう具体的なステップとしては，以下に述べる要点を主体的に考えることが肝

要です。

　① どこに，提案サービスの魅力があるかを具体的に示す。

　② どこに，新しい技術が含まれているかを具体的に示す。

　③  どこに，そのサービスが安価に実現できる理由があるかを具体的に示す。

　④ どこに，サービス計画で収益が見込まれる理由があるかを具体的に示す。

　A君はアイデアを整理した後，母校でお世話になった教授を訪問します。
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4.4.3　A君，出身大学の教授を訪ねる

　A君は，複数の社員グループを取りまとめ，従来にない新サービス「安心・

安全なバックアップサービス開発企画」を提案します。課長はこの提案に対

し，リスクの整理が十分にできていない等の，大規模システムを開発するため

に必要となるさまざまなアドバイスをします。A君は，課長の指摘に的確に応

えるため，これまでに学習した企画書作成のノウハウを踏まえ，説得力の必要

性を痛感しています。A君の当面の目標は，開発企画の提案書をまとめ，若手

社員レベルからの卒業に見合う，斬新な内容の提案を行うことです。

　A君は学生時代，修士論文の研究でアドホック・ネットワークを用いてセン

サデータを流通させるためのルーティング技術に取り組んだ経験があります。

この研究の成果を国際会議で論文発表したことは，学生時代の A君の誇りで

した。入社してからしばらくは，OB会にも出席していましたが，最近は仕事

が忙しく恩師の教授ともご無沙汰していました。このたびの訪問はちょうどよ

い機会と思っていたところです。最近発表された論文をサーベイしたところ，

教授は現在，新世代のネットワークモデルを研究中であり，光スイッチと超電

導素子や高速 CMOSデバイスを組み合わせた新しい通信サービスの研究を進

めているようでした。A君は，ご無沙汰していた教授を訪問します。

Ａ君：�先生，おかげさまで，ようやく主任に昇格できました。最近，上司から

弊社の社運をかけて，新しいサービスの開発を求められています。何と

かサービス企画書を書いてみたのですが，最新の技術動向が十分には反

映できていないのではないか，と思っています。学生時代にはセンサ

ネットワークで，環境データをアドホック・ルーティングして伝達する

研究をご指導いただきましたが，新しいサービスの企画で「安全」や

「経済化」の観点から，何かよいお知恵があれば参考までにお伺いした

のですが。

教授：主任への昇格，おめでとう！　で，どんな企画を計画しているのかな。

Ａ君：�弊社では，ユーザの「安心・安全」をテーマに，新サービスを企画して
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　社会に役立つ新しいサービスを継続的に提供するためには，要請される機能

の実現や利便性を考慮するだけでは不十分です。安全性・信頼性にも配慮した

システム設計を心がける必要があります。実際のプロジェクト開発では，開発

コスト，開発スケジュールの設定，リスク管理に加え，相互協力できる人材の

役割分担を適切に決めることが重要です。本書ではこの点に鑑み，プロジェク

トマネジメント手法として体系化された PMBOKの考え方に基づいたサービス

開発の実践論を解説しました。

　また，どのように専門分野の技術者の知見を活用していくべきかについて，

既存サービスや既存技術の新しい活用方法を工夫して，新サービスの提供に結

びつける考え方についても，各種のサービス事例を取り上げて解説しました。

　今後，新しいサービスを企画するためには，新技術に加え，技術開発経験も

非常に重要です。一方，専門技術は必ずしも整理・体系化されているとは限り

ません。このため，本書では新人技術者，大学院生が，先輩の技術者や指導教

授との議論を通じ，どのように先輩達が積み上げた開発経験と新技術を融合さ

せ，シナジー効果を発揮できるかを，擬似的な体験例を用いて解説しました。

　技術の専門家から，どのようにして上手に知恵をお借りできるかについても

参考にしてほしいと思います。最新の技術動向とニーズを題材として，技術を

効果的に活用する数学的手法である OR（Operations Research）の応用例も，

プロジェクト開発の場で活用してほしいと思います。ぜひ，新技術と読者の独

創的なアイデアをもとに，サービス企画書を策定してほしいと思います。

　本書の 5章「システム開発成功の秘訣」は著者らが諸先輩とともに，実際に

技術開発に携わった経験をもとに執筆したものです。本書が，若い技術者に

とって「プロジェクト」とは何かを理解し，社会に貢献できる新しいサービス
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を生み出すきっかけとなれば著者らの望外の喜びです。

　本書の読者は，小規模から大規模なシステムまでの開発の考え方を理解し，

技術者が取り組むべき開発アプローチ手法を学んでいただければ幸いです。

　特に大規模なシステムでは，信頼性や安全性を考慮して，個々の構成要素を

いかに組み合わせ，どのように融合させて新しい価値を創造できるかが重要で

す。さらに PMBOKによるリスク管理を実践できる開発手法を合わせて理解し

てほしいと思います。

　おわりに，二十数年にわたり，著者らを研究者として研讃練磨し，技術開発

を進めるうえで，つね日頃からご指導くださった NTT研究所の諸先輩や大学

の同僚諸氏に感謝します。また，本書の出版にあたって，著者らの企画にご賛

同いただき，熱心にご討論いただくとともに，有益なご助言をしてくださった

コロナ社に感謝いたします。

　2017年 4月

 著者代表　宮保憲治
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